
 

東西条スマイルプラン～心に響く体験を生かした道徳の時間の年間指導計画（第４学年） 

 

 

 

 

 

 

 重点内容項目の指導構想 

道徳の時間 学

期 
教科･特別活動など 総合的な学習の時間 ロング 

ユニット 

ショート 

ユニット 

常時活動 

一

学

期 

理科 

「春の自然」 

図工 

「花いっぱいにな

あれ」 

社会 

「命とくらしをさ

さえる水」 

 

 

 

 

 

 

２－(４) 

４－(５) 

２－(１) 

 

 

 

 

 

 

４－(１) 

４－(１) 

 

二 

学

期 

 

特別活動 

「創立記念発表会」 

社会 

「郷土をひらく」 

 

 

国語 

「ウミガメのはま

を守る」 

 
 

 

 

 

 

４－(２) 

４－(５) 

４－(４) 

 

 

 

 

 

 

 

２－(２) 

２－(３) 

 

 

 

 

三

学

期 

 

 

特別活動 

「自分を大切に」 

国語 

「１年間の思い出

をしょうかいし

よう」 

 

 
 

 

 

３－(３) 

３－(２) 

 

 

 

 

 

 

１－(５) 

１－(２) 

 

 

学校教育目標 

◎豊かな心をもち，たくましく生きぬく子どもを育成する 

めざす４年生の子どもの姿 

○ 自分らしさを認め，生かす 
○ みんなの中でともに伸びようとする 
○ 自ら考え判断し，よりよく行動する 

道徳教育重点目標 

◎ 進んで学ぶ子 
◎ 命を大切にする子 
◎ 手をつなぐ子 

道徳の時間の重点内容項目 

〈１－(2)思慮･反省〉・２－(3)信

頼･友情〉・2－(4)尊敬･感謝・〈3－

(3)敬けん〉･〈4－(1)公徳心･規則

尊重〉〈４－(5)郷土愛〉 

ふ
れ
あ
い
そ
う
じ
・
ふ
れ
あ
い
サ
ー
キ
ッ
ト 

花いっぱい大作戦 

○ 学校周辺の春をさがそう 

○ はじめようボランティア 

○ いろいろな花を植えよう 

○ 力を合わせてコスモスのお

世話をしよう 

笑顔いっぱい大作戦 

○コスモス街道のオープニング

の会を計画しよう 
○力を合わせてオープニングの

準備をしよう 
○地域のボランティアに学ぼう 

心に花をさかせよう 

○ 見つめよう自分の成長 

○ ２分の１成人式を計画しよ

う 

○ 伝えようコスモス街道 

学
級
活
動 

（太字が重点項目） 

みんな

のため

に 

友だち

発見 

自分 

発見 
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 指導者 東広島市立東西条小学校 保手濱 哉子（Ｔ１） 

                                    石川  真紀（Ｔ２） 

１ 主題設定の理由 

◎ねらいとする価値 
よりよい友だち関係を築くためには，お互いを認め合い，助け合い，理解し合いながら，信頼感を育てること

が大切である。互いの信頼があって心の安定が図られ，楽しい生活が送られるのである。しかし，どんなに仲の

よい友だちでも，日々生活をともにしていれば，楽しいことばかりではない。時には，友だちの非や不知による

言動に対して，忠告したらよいものかどうか迷うことはよくあることである。仲のよい友だちに忠告するのは大

変勇気がいる。それは「友だちを傷つけるのではないか」「今のよい関係が崩れてしまうのではないか」といっ

た不安があるからである。 

しかし友だちだからこそ，思いやりをもって忠告し合いながら互いに向上前進を図ることは大変重要なことで

あり，真の友情をはぐくむことにつながるのである。 
 
◎心に響く資料 
本資料は，料金不足の定形外郵便をもらった広子が，

送り主である友だちの正子に忠告しようかどうしよう

かと迷う葛藤資料である。兄の「友だちなら教えてあ

げたほうがいい」という考えと，母の「お礼だけ言っ

ておいたほうがいい」という考えの間で揺れ動くが，

仲のよかった今までの出来事を思い出し，「きっと分か

ってくれる」と考えて教えてあげることを決心すると

いう資料である。短絡的な決心でなく，兄や母の示唆

を考え，友人の立場や心中をも推察しながら，しかも

友人を信頼しての忠告であるところに，広子の友情の

深さがある。友情の真のあり方について考えを深める

のに適した資料である。 

◎価値の自覚を深める工夫 
同一視点の２時間連続で「友だち発見」のユニットを

構成する。前時では，相手の気持ちを考えた思いやり・

親切について学習した。本時では，自分の中にある思い

やりの気持ちを再認識させ，さらにこれからの生活で，

互いに信頼し合い，時には注意し合いながら友情を深め

ていこうとする実践意欲を高めたい。        

展開後段で，再度，導入での発問をすることにより，

本時での児童の価値の自覚の深まりを確かめたい。その

際，日頃から音楽の授業で児童とかかわりの深い音楽専

科とＴ・Ｔを組み，児童の実態把握に基づいた意図的指

名を取り入れることで，ねらいに迫り価値の一般化を図

る。 
 
◎児童の実態 
本学級は，３年生からクラス替えがなく，数名の転出入児童と担任が替わったことを除けば，昨年から気心の

知れた者同士である。４年生になって，「いつも心明るいクラスをめざそう」と話し合い，「太陽（きらきらサン

シャインクラス）」を合い言葉に生活してきた。「友だちは何人いますか」という質問に「10人以上」と答えた児

童が約 60％おり，中には「50 人以上」という児童もいた。日常生活では，いつも数人の気の合う者で遊んでい

るが，クラス全員で遊ぶ活動を取り入れても喜んで仲良く遊ぶことができる。友だちが困っていると積極的に助

けたり，励ましたりする児童もおり，仲間意識も育ちつつある。その一方で，友だちが間違った行動をとった時

に厳しい口調で指摘したり，おかしいと感じながらも遠慮して言えなかったりする場面もよくある。 

第４学年1組 道徳学習指導案 

 
「大きな絵はがき」【ショートユニット】 ２―(３) 信頼・友情 

出典『ゆたかな心で』平成12年度版 東京書籍 

本時のねらい  

友だちと互いに信頼し合い，友情を深めていこうとする実践意欲を高める。 

Ｔ・Ｔによる児童の実態把握を活用する授業 
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２ 前時の主な学習活動と日常の体験活動との関連 

朝読書 
・友だちの良さを

感じ取ることが

できる本の読み

聞かせを聞く。 

【児童の意識の流れ】 【道徳】 

２学期になった。きらきらサ

ンシャインクラスめざして，ま

すますがんばりたいな。 

 相手の気持ちを考えて行動する

って大切なことだね。 

 思いやりの気持ちを持って注意

しよう。素直な気持ちで注意を受

けよう。ともに伸びていきたいね。 

 自分の中にある思いやりの気持

ちを見つけられてうれしいな。 

 時には注意し合うことも大切な

んだね。どういうふうに注意した

らいいだろう。 

道徳Ⅱ（10月１日）【本時】 

｢大きな絵はがき｣（東京書籍）  

２―（３）信頼・友情 

【日常の体験活動】 

学級活動 
・毎週１回，学級

集会で全員仲

良く遊ぶ。 

「思いやりの心をさがそう」 
・ 事前の帰りの会でＰ38～39 に書き込んでおき，道徳Ⅰの導入で今までの自分を振り返る手がかり

にする。Ⅰの授業後Ｐ40～41 について交流し合い，思いやりの心を行動に移そうとする意欲を高

める。 

「ひとりじゃないからがんばれる」 
・ ２学期のはじめにＰ42～43 を読み，名実ともに「きらきらサンシャインクラス」にしていくため

の具体的な行動を考えるきっかけにする。 

・ Ｐ44～45 をもとに，児童が周囲の友だちのよさを感じ取っていけるような本の読み聞かせをし，

帰りの会の「きらり見つけ」を今まで以上に意識づけていく。道徳Ⅱの授業後，友だちのよさを歌

った曲を集め，朝の会や学習発表会の曲として歌うことで，友だちへの思いを深める。 

【心のノートの活用】 

ふれあいサー

ッキット・ふ

れあいそうじ 
・約束を守り，

みんなと協力

して行動する。 

 友だちのよいところを見つけて

励まし合っていこう。 

道徳Ⅰ（９月２４日） 

｢老人ホームで｣（光文書院） 

２―（２）思いやり・親切 
○ 相手の気持ちを考え，思いやりを持って

親切に接しようとする心情を育てる。 
１ 年齢や立場の違う人との交流の場で，相

手にどのように接してきたかを振り返る。 
２ 資料「老人ホームで」を読んで話し合う。 
① 交流会の日を前にして「ぼく」はど

んな気持ちでいるでしょう。 
② 「もう少し…」とおじいさんに呼び

とめられて，三人はどんなことを考

えたでしょう。 
③ 三人はおじいさんにどう返事をした

でしょう。 
３ 人に親切にした時の経験やその時の気持

ちについて話し合い，相手の気持ちを考え

行動した結果，喜んでもらえたときのうれ

しさ，すがすがしさを感じる。 
４ 誰にでも，「人の気持ちを分かりたい」

「人が喜んでくれると自分もうれしい」と

いう心があることを知り，これからの自分

に自信を持つ。 

めざす子ども像：ともに伸びようとする子 

帰りの会 
・「きらり見付け」

で友だちのよ

いところを発

表し合う。 
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３ 本時の指導過程 

 学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 指導上の留意点・教師の役割 

導
入 

１ 「よりよい友だち関係」について話し合う。 

★みんなにとって「友だち」とは，どんな人のことですか。 

・一緒に遊んでくれる人。・困った時に助けてくれる人。 

○児童が素直に思っていることを受

け止めるようにする。表面的なと

らえでもよい。 

 

展
開
前
段 

２ 資料「大きな絵はがき」を読み，話し合う。 

○母と兄の意見を聞いて，広子はどんなことを考えたでしょう。 

（母の意見と同じでお礼だけ言う） 

・お金のことを言ったら，きらわれるだろうな。 

・せっかくきれいな景色を見せたいと思って送ってくれたのだから。 

（兄の意見と同じで教えてあげる） 

・まちがいは教えてあげた方がいい。 

・また同じまちがいを繰り返すかもしれない。 

（迷う）  

・友だちとしては，どっちにしたらよいだろう。 

・教えてあげたいけど，いいにくい。 

◎広子は，どうして正子に教えてあげようと決心したのでしょうか。  

・正子さんのことを思えば，教えてあげた方がいいから。 

・仲良しの正子さんならきっと分かってくれると思ったから。 

○夏休みに手紙のやりとりを経験した

ことを想起させる。 

(T１)発問  (T２)板書 

○T２は，児童の立場や考えが視覚的

に捉えられるようにネームプレー

トを活用して板書する。 

○T１が母親側，T２が兄側の立場をと

り，価値を深めたり揺さぶりをか

けたりするような切り返しをする。 

○どちらの立場であっても，正子を

思いやる気持ちが大切であること

に気付くよう，価値の類型化をし

ながら板書する。（T２） 

展
開
後
段 

３ 真の友情について考える。 

★☆「本当の友だち」とは，どんな人だと思いますか。 

・自分が間違ったことをしたら，教えてくれる人。 

・自分が困っている時，一緒に悩んだり考えたりしてくれる人。 

・いつでも自分のことを思ってくれる人。 

・いいことも悪いことも何でも言い合える人。 

・何でも一緒に頑張っていこうとする人。  

○一人一人がワークシートに記入する

ことで，しっかり自分を見つめるこ

とができるようにする。 

○手紙のやりとりを扱った本時の資料

から日常生活へ一般化することがで

きるように，事前に T１・T２で実態

把握をし，日記の紹介や意図的指名

を行う。 

終
末 
４ 「ビリーブ」を歌う。 

★☆みんなで歌詞をかみしめながら「ビリーブ」を歌いましょう。 

・時には注意し合っていっしょにのびていけたらいいな。 

○「ビリーブ」の歌詞と児童の生活の

様子をプロジェクターで映すことに

より，さらに友情を深めていこうと

する意欲を高める。（T２）機器操作 

○基本発問 ◎中心発問 ★今までの自分を見つめる発問 ☆これからの自分を見つめる発問 

４ 教師の評価の観点 

○道徳的価値（信頼・友情）を自らとのかかわりでとらえ，時には相手を思いやった行動をして，友情を深め

ようとする自分なりの思いが培われていたか。 

○Ｔ・Ｔによる児童の実態把握は，有効であったか。 

５ 児童の自己評価の観点 

①いつもの自分を見つめることができたか。 

 ②友だちの考えをしっかり聞いて，自分の考えを深めることができたか。 

 ③これからの自分に自信を持つことができたか。
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６ 

資
料 

 大
き
な
絵
は
が
き 

 

 
広
子
が
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
本
を
読
み
始
め
よ
う
と

し
た
と
き
で
し
た
。
げ
ん
か
ん
の
ほ
う
か
ら
、 

「
ゆ
う
び
ん
で
す
。
不
足
料
金
お
ね
が
い
で
き
ま
す
か
。」 

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

 

広
子
が
出
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
、
高
校
生
の
兄
が
帰
っ

て
き
ま
し
た
。 

「
百
二
十
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
七
十
円
不
足
で
す
。」 

 

ゆ
う
び
ん
は
い
た
つ
の
人
は
、
そ
う
言
っ
て
、
兄
に
一
ま
い
の
絵
は
が
き
を

わ
た
し
ま
し
た
。
兄
は
不
足
料
金
を
は
ら
っ
て
、
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

兄
は
、
そ
の
絵
は
が
き
を
広
子
に
わ
た
し
て
、 

「
こ
ん
な
に
大
き
い
絵
は
が
き
は
、
料
金
を
調
べ
て
、
き
ち
ん
と
切
手
を
は
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
よ
。
そ
の
人
は
広
子
の
友
だ
ち
だ
ろ
う
。
教
え
て
あ

げ
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」 

と
言
い
ま
し
た
。 

 

絵
は
が
き
は
、
九
月
の
は
じ
め
に
転
校
し
て
い
っ
た
、
な
か
よ
し
の
正
子
か

ら
来
た
も
の
で
、
ふ
つ
う
の
は
が
き
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
絵
は
が
き
で
し
た
。

そ
れ
に
は
、
も
み
じ
の
き
れ
い
な
高
原
の
中
を
、
一
す
じ
の
白
い
道
が
つ
づ
い

て
い
る
け
し
き
が
写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
て
名
の
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

「
広
子
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
わ
た
し
は
、
こ
の
あ
い
だ
、
蓼
科

た
で
し
な

高
原
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
な
け
し
き
で
し
た
。
そ
れ
で
、
絵
は
が
き
を

お
送
り
し
ま
す
。
来
年
の
夏
休
み
に
は
、
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
さ
よ

う
な
ら
。」 

 

正
子
は
、
ふ
つ
う
の
は
が
き
と
同
じ
に
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
左
上
に
は
五

十
円
の
切
手
が
は
っ
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

広
子
は
、正
子
と
い
っ
し
ょ
に
高
原
へ
行
っ
て
み
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
返
事
を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
さ
っ
き
兄
の
言
っ
た
こ
と
が
気

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

正
子
が
、
せ
っ
か
く
、
き
れ
い
な
け
し
き
を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
送
っ
て
く

れ
た
の
に
、
切
手
が
不
足
で
し
た
な
ん
て
書
き
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
を
書
い
た
ら
、
正
子
は
き
っ
と
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
、
と
思
っ
た
の

で
す
。 

 

母
に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。
母
は
、 

「
お
礼
だ
け
言
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね
。」 

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
兄
が
、
そ
ば
で
、 

「
い
や
、
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
あ
げ
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」 

と
い
い
ま
し
た
。 

 

広
子
は
ま
よ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
部
屋
に
も
ど
っ
て
、
ど
ち
ら
に
し
よ
う

か
と
、
一
人
で
考
え
ま
し
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
友
だ
ち
と
し
て
す
ご
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
こ
と
を
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

（
正
子
さ
ん
は
、
ほ
か
の
人
に
も
こ
の
大
き
な
絵
は
が
き
を
五
十
円
で
送
る
か

も
し
れ
な
い
。） 

と
考
え
た
広
子
は
、
手
紙
の
さ
い
ご
に
、
百
二
十
円
の
切
手
を
は
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
書
き
足
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

（
正
子
さ
ん
な
ら
、
き
っ
と
わ
か
っ
て
く
れ
る
。） 

そ
う
思
う
と
、
急
に
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
て
、
広
子
は
返
事
を
書
き
始
め
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
辺
見
兵
衛
作
「
絵
葉
書
と
切
手
」
に
よ
る
） 

 

         


